
  経済データで見る「最近の世界経済動向（２０１０年６～８月）」    ＊青字は悪化指数、%は前年比          2010.8.18.現在  日本機械輸出組合 
 ２０１０年６月 ２０１０年７月 ２０１０年８月 最近の経済動向 

世 
 
界 

-G20:景気配慮の財政健全化、保護貿易排除 

-APEC貿易相会合:経済統合の推進､WTO交渉推進 

‐米欧長期金利低下 

-GDP：１０年：世界経済 3.3%世銀 

-世界半導体売上：５月：２２％増 

-世界半導体売上：６月：49.3％増  ･中国、インド､NEIS/ASEAN 経済は内需拡

大等で力強く回復し世界経済を牽引。米、

日の先進国経済は景気対策効果､新興国

への輸出､投資の増加等で回復傾向。欧

州､米国経済不安の影響が懸念材料。 

 
 
日 
 
 
本 

-政治：鳩山首相辞任､新成長戦略決定 

-GDP：10 年：2.6 上方修正輸出好調 

-株価：９日一時 9,425 円ﾊﾝｶﾞﾘｰ､2１日一時１万２０６円 

-物価：鋼材値上げ 1.9 万円､5 月：消費者 1.2%低下 

-雇用：５月：失業率 5.2％､0.１ﾎﾟ悪化 3 カ月連続､労働人

口 0.7%減 

-所得：５月：勤労者世帯収入 2.4％減 

-消費:５月：消費支出 0.7％減､小売業販売 2.8％増､新車

販売 28％増 

-受注:５月：機械 17.2%増､工作機械 2.9 倍 

-生産:５月：鉱工業 20.2％増､自動車 30.6％増 

-貿易：５月：輸出 32.1％増､輸入 33.4%増 

-投資･開発：ニコン半導体製造装置１千億円､日立電池

2500 億円 

-政治：民主党参院選大敗 

-GDP：4-6 月：前期比年率0.4%（1-3 月 4.4%）前期比 0.1% 

個人消費 0､設備投資 0.5%増､輸出 5.9%増 5 期連続 

-株価：１日 9,191 円､14 日一時 9,785 円 

-雇用：６月：失業率 5.3％､0.１ﾎﾟ悪化４カ月連続 

-所得：夏ﾎﾞｰﾅｽ 0.75%増､6 月：現金給与 1.5%増 4 カ月＋ 

-消費：猛暑夏商戦活発､６月：消費支出0.5%増､小売業販

売３．２％増､新車販売 17.4％増､住宅着工０．６%増 

-受注:６月：機械 24.2%増､民需前月比 1.6%増､工作機械

2.4 倍 7 カ月＋､4-9 月：半導体製造装置 2倍 

-生産：６月：鉱工業 17.3%増､前月比 1.1%減 

-貿易：６月：輸出 27.6％増､輸入 33.4%増 

-収益：4-6月：経常益：上場企業5倍､営業益：ソニー２００

億円､ｴﾌﾟｿﾝ２０億円､純益：ホンダ３６倍２，７２４億円､ﾌｧﾅ

ｯｸ５倍２４７億円､三菱商2.1倍1,404億円､住商2.6倍645

億円､伊藤忠 97%増 402 億円､丸紅 14%増 306 億円､最終

益：トヨタ 1,904 億円､日産１,０６６億円､ｽｽﾞｷ 7.1 倍 151 億

円､日立８６０億円､日立建１４億円､最終損：ＮＥＣ４３１億

円､1-6 月期：ｷﾔﾉﾝ 2.8 倍 1,820 億円 

-投資･開発：三菱電パワー半導体倍増１００億円､トヨタ家

庭充電型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ生産 12年､ホンダ 13年販売､東芝長期

連続運転次世代原子炉開発 

-金融：長期金利低下 10 年物 0.98% 

-株価：１２日一時 9,119 円 

-消費：7 月：新車販売 12.9%増 48.7

万台 

-受注：７月：工作機械2.4倍８カ月＋ 

-貿易：１２日円８４円前半 

-投資･開発：三菱化､ＧＳﾕｱｻ短時

間充電・大容量・長寿命電池開発 

（前々月）･GDP は輸出主導で回復傾向､デ

フレ傾向続く｡企業業績前３月期営業益２期

ぶりプラス｡株価は欧州信用不安､米先行き

不確実で低迷。輸出高水準回復｡設備投資

回復傾向｡所得は緩やかに回復､失業率や

や悪化､個人消費は車販売好調で緩やか

な回復傾向。受注、生産も回復傾向。 

持続的な景気回復､雇用確保が最大課題 

（前・今月） 

･GDP 第１四半期は消費低水準で減

速､デフレ傾向続く｡企業業績第１四半

期急回復｡株価は欧州信用不安､米先

行き不確実で低迷。輸出回復も減速｡

設備投資回復傾向｡所得は緩やかに

回復､失業率やや悪化､個人消費は猛

暑や車販売好調で緩やかな回復傾

向。受注、生産は回復もやや減速。 

持続的な景気回復､雇用確保が最大

課題 

 
 
ｱ

ｼﾞ

ｱ

・ 
 
大

洋

州 

-アジア：７日アジア株全面安 

-中国：5 月：輸出 48.5%増、輸入 48.3%増､対中直接投資

27.5%増､消費者物価 3.1%増､自動車販売 28.4%増鈍化 

-台湾：5 月：輸出 57.9%増 

-韓国：ｻﾑｽﾝ：３２ナノ量産体制､ｱｯﾌﾟﾙ専用 LSI 製造 3,300

億円投資､現代・大宇風力発電新工場、5 月：鉱工業生産

前月比 2.6%増､新車販売 5.6%減､10 年：GDP 5.9%上方修

正 

‐ASEAN：５月：新車販売 37%増 

-タイ：５月：新車販売 2.1 倍 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：５月：新車販売 69%増 

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：５月：新車販売 34%増 

-ﾏﾚｰｼｱ：５月：新車販売 16%増 

-ｲﾝﾄﾞ：５月：鉱工業生産 11.5%増､資本財生産 34.3%増､新

車販売 39%増２４万台､卸売物価 10.2%増 

-アジア：利上げ相次ぐ韓国､タイ､ﾏﾚｰｼｱ､インド 

-中国：上海株低迷､６月：輸出 43.9%増､新車販売 23.5%鈍

化､4-6 月：GDP 10.3%増 3 期＋､消費物価 2.9%､２０年迄：

新エネ振興６５兆円 

-台湾：6月：輸出34.1%増携帯､液晶､投資：台湾ﾌﾟﾗｽﾁｯｸＤ

ＲＡM２，４００億円､友達 1.1 兆 4-6 月：純益：ＵＭＣ3.4 倍 

-韓国：0.25%利上げ年 2.25%､6 月：輸出 32.4%増､輸入

36.9%増､4-6 月：GDP 前期比年率 6％増輸出・投資､家計

所得 7.7%増､営業益：上場企業 47%増､ｻﾑｽﾝ 88%増 3,700

億円半導体6割､ﾊｲﾆｯｸｽ 31%増､ＬＧ90%減､純益：現代自

71%増 1 千億円､生産：ｻﾑｽﾝ３０ﾅﾉ半導体量産世界初 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟ：4-6 月：GDP 前期比年率 18.8％増 

-タイ：1-6 月：輸出 37%増､対内直接投資 97%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：６月：消費者物価5%増､4-6月：ＧＤＰ6.2%増､1-6

月：対内直接投資 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：１‐６月：GDP 6.1%増､小売・サービス売上 26.7%増､

11 年：10 カ年計画「社会経済開発戦略 7-8 成長 

-ｲﾝﾄﾞ：６月：鉱工業生産 7.1%増､新車販売 32%増 

-中国：７月：輸出 38.1%増､輸入 22.7%

増､直接投資 29.2%増､新車販売

14.4%増減速､消費者物価 3.3%増､20

年迄：新エネ自動車産業振興 1.3 兆

円投資 

-台湾：７月：輸出 38.5% 

-韓国：生産：ﾊｲﾆｯｸｽ・ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｰ

20 ﾅﾉ量産､7 月：輸出 30%増､輸入

29%増､新車販売 1%増 

-タイ：7 月：消費者物価 3.4%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：７月：消費者物価 6.2%増 

-ｲﾝﾄﾞ：７月：新車販売 37%増､卸売物

価 10%増 

（前々月）中国は､固定資産投資･生産･消

費高水準､輸出回復で経済の拡大続く｡韓

国､台湾は輸出・生産･投資好調､企業業績

好調､GDP は高水準｡ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ､ﾏﾚｰｼｱ､タ

イ､ﾍﾞﾄﾅﾑ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝも急回復。イン

ド経済好調。景気の持続的回復課題。中

国､インド､ﾍﾞﾄﾅﾑ等でインフレ懸念 

（前・今月）中国は､固定資産投資･生

産･消費高水準､輸出回復で経済の拡

大続く｡韓国､台湾は輸出・生産･投資､

企業業績好調､GDP は高水準｡ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ､ﾏﾚｰｼｱ､タイ､ﾍﾞﾄﾅﾑ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾌｨﾘ

ﾋﾟﾝも高水準回復。インド経済好調。 

景気の持続的回復課題。中国､インド､

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾍﾞﾄﾅﾑ等でインフレ懸念 



 
 
北 
 
 
米 

-景気：FRB､全地域で経済活動改善 

-株価：９日 9,816 ㌦欧州財政不安､21日一時 1万 540 ㌦ 

-雇用：HP ９千人削減､５月：失業率9.7% 0.2 ﾎﾟ低下､雇用

43 万人増加 

-物価：５月：消費者前月比 0.2%下落 

-所得：５月：個人所得前月比 0.４%増 

-消費：５月：個人消費支出前月比 0.2%増､小売売上高

2.6%増､6 ヵ月連続＋､卸売前月比0.3%減､新車販売19.1%

増､住宅着工前月比 10%減 3 か月ぶり‐、新築販売前月比

32.7%減過去最大､４月末減税終了 

-受注：５月：耐久財 16.5%増 

-貿易：5 月：輸出前月比 2.4%増､輸入 2.9%増 

-生産：５月：鉱工業前月比 1.3%増３ヶ月＋ 

-投資･開発：IT 企業手元資金急増M&A､R&D 加速 

-GDP：4-6 月：前期比年率 2.4% 4 四半期＋､投資 17%､消

費 1.6%､輸出 10.3%､政府 4.4%､10 年：3～3.5%下方修正 

-景気：緩やかな回復､先行不透明 

-財務･金融：連邦財務 10 年末GDP 比 62%､金融規制法 

-株価：３日 9,655 ㌦､17 日１万 98 ㌦ 

-雇用：６月：失業率 9.5% 0.2 ﾎﾟ低下､-物価：６月：卸売前

月比 0.5%下落､消費者 0.1％下落 

-所得：６月：個人所得前月比横ばい 

-消費：６月：個人消費前月比横這い､小売売上高３％増､

新車販売 14.4%増､住宅販売 16.7%減､住宅着工 5.8%減 

-受注：６月：耐久財 16.5%増 

-貿易：６月：輸出前月比 1.3%減､輸入３%増 

-生産：６月：鉱工業前月比 0.4%増４ヶ月＋ 

-収益：4-6月：最終益：主要500社36%増､ＧＭ1,100億円

純益：GE16％増､IBM9％増､TI３倍､ｱｯﾌﾟﾙ 78%､J ﾓﾄﾛｰﾗ６

倍､Ｊ&J8％増､シスコ 79%増､ＭＳ48%増 3,900 億円､ｸﾞｰｸﾞﾙ

24％増､ﾌｫｰﾄﾞ 14.9%増 2,300 億円､ｷｬﾀﾋﾟﾗ 91%増､ 

-投資･開発：GE 環境･ｴﾈﾙｷﾞｰ R&A 倍増､10 年：ｲﾝﾃﾙ設

備投資 15%増､IBM 医療研究１億㌦ 

-景気：景気引き続き拡大､一部で減

速 

-財務･金融：ＦＲＢ国債購入拡大､国

債１０年物 2.56% 

-株価：12 日 1 万 419 ㌦ 

-雇用：７月：失業率 9.5%横這い 

-消費：７月：小売売上高 2.8%増､新

車販売5.2%増､住宅着工1.7%増3か

月ぶり＋ 

-生産：７月：鉱工業前月比１%増５ヶ

月＋ 

 

（前々月）GDP は 4-6 月迄 4 期連続＋｡大

幅な財政赤字｡株価は欧州信用不安､先行

き不確実で下落傾向。企業業績好調。輸出

は増加傾向｡失業率高水準もやや低下､個

人消費は車販売好調､住宅は減税終了で

縮小傾向｡投資も回復傾向。受注・生産は

回復傾向｡ 

高水準の失業率、財政赤字拡大が懸念材

料｡景気回復､雇用確保が課題 

（前・今月） 

GDPは 4-6月迄4期連続＋｡大幅な財

政赤字｡株価は欧州信用不安､先行き

不確実で低迷。企業業績好調。輸出は

やや減速｡失業率高水準横這い､個人

消費は車販売減速､住宅は減税終了

で縮小傾向｡投資は回復傾向。受注・

生産も回復傾向｡ 

高水準の失業率、財政赤字拡大が懸

念材料｡景気回復､雇用確保が課題 

 
 
欧 
 
州 

- GDP:１０年：欧州 1.5→1.3(中銀) 

-雇用：５月:失業率ﾕｰﾛ 10% 、ｽﾍﾟｲﾝ 19.9％ 

-消費:５月：新車販売：欧州 9%減､独 35%減､仏 11.5%減､

伊 13.8%減､英 13%増､ﾎﾟｰﾗ 1.2%増 

-受注：５月：製造業：ユーロ 22.7%増､独 28.2%増､仏 10%

増､英 3%増､伊 28%増､蘭 17.5%増 

-生産：５月：鉱工業：ユーロ 9.4%増､3 カ月＋､独 13.1%増､

仏 8.4%増､英 3.9%増､伊 7.3%増､蘭 11%増 

-貿易：5 月：輸出：ユーロ 23%増、輸入：ユーロ 30%増 

1-4 月：輸出：独 12%増､仏 10%増､英 16%増､伊 9%増､蘭

17%増 

-収益：８-４月：最終損：ポルシェ 800 億円 

- GDP：4-6 月：ユーロ前期比年率 4%増輸出増､前期比：

独 2.2%輸出､設備投資､英 1.1% 

-財務･金融：中銀金利据え置き 

-雇用：６月:失業率ﾕｰﾛ 10% 横這い 

-消費:６月：小売売上高：ユーロ0.3%､独0.5%減､仏4.4%

増､英 2.3%増､新車販売：欧州 6.9%減､独 32%減 

-収益：4-6 月：純益：ＢＭＷ7 倍､ｼｰﾒﾝｽ 12%増 1,600 億

円､ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ 5.8 倍 290 億円､ノキア 40%減､ｴﾘｸｿﾝ 2.3 倍､

ｴﾚｸﾄﾛﾗｯｸｽ 56%増､ＡＢＢ40%減 2.3 億€ ､最終益：ﾀﾞｲﾑﾗ

1,482 億円､ﾌｨｱｯﾄ 130 億円黒字､ルノー8.2 億€ ､ボルボ

4.2憶㌦､ｿﾆｰｴﾘｸｿﾝ 13 億円､ＳＴﾏｲｸﾛ 3.4 億€ ､ＡＳＭＬ

2.4 億€ 黒､1-6 月：ＶＷ３倍１，９００億円 

-投資･開発：ABB ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ事業強化、11 年：欧州委

R&D 投資 7,200 億円 

-財務･金融：10 年物国債 2.32% 

-消費：７月：自動車販売：独 30%減､

仏 12.9%減､伊 26%減 

（前々月）GDP は輸出主導で微増。欧州信

用不安で株価下落傾向。企業業績は回復

傾向｡輸出増加傾向｡投資低迷も将来投資

有｡失業率最悪の水準、車販売は４月にマ

イナスに転化､個人消費もマイナスへ。受

注､生産は回復の兆し｡ 

景気回復､雇用確保､ﾕｰﾛ防衛が課題 

（前・今月） 

GDP は輸出主導で回復傾向。欧州信

用不安で株価下落傾向。企業業績は

回復傾向｡輸出増加傾向｡投資低迷も

将来投資有｡失業率最悪の水準、車販

売は４月にマイナスに転化､個人消費

は低迷。受注､生産は回復傾向｡ 

景気回復､雇用確保､ﾕｰﾛ防衛が課題 

中

東

ｱﾌ 

-ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ：現代重発電プロジェクト受注 1,470 億円 

 

-ＵＡＥ：住商・韓国電力大型発電所有力 2,000 億円  ･主要国経済は資源価格の上昇で回復傾

向｡一方､太陽光､原子力､電力，石化ﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾄ活性化。ドバイショックの鎮静化､ｲﾗｸ･ｱﾌ

ｶﾞﾝ情勢の安定化､景気回復が課題 

中

南

米 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：0.75％利上げ年 10.25％へ､4 月：消費者物価

4.5％､5月：自動車生産14.9％増､自動車販売1.6％増鈍

化 

-GDP：10 年：中南米 5.2%､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 7.6%､ﾒｷｼｺ 4.1% 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：0.5%利上げ年10.75%、高速鉄道入札､6月：新車

販売 12.4％減 11 カ月ぶり－､前年の反動 

 ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ経済は景気回復もｲﾝﾌﾚ・利上げで

冷却化。ﾒｷｼｺ､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ、チリは成長横這

い。持続的回復が課題。 

露

東

欧 

-ロシア：外資優遇促進､税制優遇､投資環境整備､５月：

新車販売３１%増 

-ロシア：ロシア版ｼﾘｺﾝﾊﾞﾚ海外企業投資、6 月：原油生

産前月比 0.5％増過去最高､新車販売 45％増 3 カ月＋ 

-ロシア：穀物面接 25%崩壊、7 月：

新車販売 48%増 

･ロシアは石油価格の回復､新車販売等内

需回復傾向。 

持続的回復が課題。 



 


